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奄美地域 地域振興の取組方針<改訂版>

１ 「奄美地域 地域振興の取組方針<改訂版>」の主な内容
(1) 奄美地域の目指す姿（第３章）

誰もが安心して暮らし，活躍できる奄美地域
～「持続可能な奄美群島」の実現～

(2) 時代の潮流と奄美地域の現状・課題（第２章）
ア 世界自然遺産登録を契機とした多様で魅力ある奄美群島の実現
・ 世界自然遺産登録の効果について，観光や教育など特定の分野だけで
なく，様々な分野に生かす必要がある。また，奄美群島全体に波及させ
る必要がある。

・ ２つの世界自然遺産を有する全国唯一の県である強みを生かし，屋久
島や沖縄県との連携を図ることも必要である。

・ 生物多様性保全については，希少種のロードキルの状況把握及びその
対策や希少野生生物盗採等への対策の検討が必要である。また，外来種
の状況把握と具体的な対策の実施及び計画的な駆除等に取り組むことが
必要である。

・ 世界自然遺産登録に伴う観光客数の増加
によるオーバーツーリズムを防止し，自然
環境の保全と利用の両立を図る必要がある。

・ 島口（方言）や島唄をはじめ，奄美固有の
伝統行事など豊かな伝統文化があり，各島々
で大切に継承されている。一方で，担い手が
高齢化している状況もある。

イ 新型コロナウイルス感染症により顕在化した課題と新たな動き
・ デジタル化の動きは，地理的不利性を有する奄美地域にあって，地理
的な制約を解消するものとして地域活性化のチャンス。奄美地域への人
の流れを今後更につくっていくことが重要となる。

ウ 人口減少・少子高齢化の進行
・ 2015年から2020年にかけて群島全体では県全体より1.4ポイント高い
5.3％が減少している。奄美地域の人口は，５年後の2025年には9,004人
（9.0％）減の９万5,277人と推測される。

・ 高等学校卒業後の19歳での地域外流出が極めて大きい。
・ 男性の全死亡における65歳未満の死亡割合が県平均や全国平均よりも
高い割合で推移している。生活習慣に起因するものが多く，喫煙や多量
飲酒など男性の早世予防を地域ぐるみで進める必要がある。

・ 島外に進学・就職し，一定の経験を積んだ後，ゆくゆくは島に帰ることを希
望する群島出身者も一定数存在することから，群島外への情報発信のみならず，
島内で暮らす人にもふるさとの良さを再認識してもらう必要がある。

大和村大棚 八月踊り
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図１：奄美地域の人口推移予測と全国・県・奄美地域における人口減少率の推移（※）

※ 奄美群島の2015年

人口を100とした場合

資料：2020年のデータ：総務省「国勢調査」，2025年以降のデータ：国立社会保障・人口問題研究所「日本の推計将来人口」

エ 地域の産業構造の状況と社会経済環境の変化
・ 第１次産業，第３次産業が全国に 図２：一人当たり所得（郡民・県民・国民）

比べて高い一方，第２次産業のうち，
製造業についてはかなり低い割合で
あり，基幹産業である農業及び観光
業に依存する産業構造である。

・ 2019年度の一人当たりの郡民所
得は237万円で，本県の一人当たり
県民所得の92.7％，一人当たり国
民所得の74.5％となっており，依
然として格差が存在する。

・ 人口減少などにより，地域経済
の縮減が懸念される中，域内にお
ける経済循環を促進する必要があ 資料：奄美地域「2019年度 大島郡民所得推計報告書」，

る。そのために，「稼ぐ力」及び「所 県，「県民計算経済年報 2019年度版」，

得の循環」を高めることが重要で 内閣府「2019年度 国民経済計算年報」

ある。

オ Society5.0の実現に向けたデジタル化の推進
・ 光ファイバは一部の地域を除き整備が完了しているが，携帯電話は，
不感地域及び一部事業者のサービスが利用できない地域が存在する。

カ グリーン社会・エネルギー問題への対応
・ 世界自然遺産の価値の維持，適正な保全・管理を図りながら，奄美群
島全体で持続可能な地域づくりを推進していく必要がある。

・ 自然災害や非常時の電源確保などの課題を抱える奄美群島にあって
は，再生可能エネルギーの導入を促進していく必要がある。

・ 沖永良部島が国の「脱炭素先行地域」に選定されたほか，カーボンニ
ュートラル宣言を表明するなど脱炭素に積極的に取り組む自治体もある。

キ 価値観・ライフスタイル等の変化や地方回帰の動き
・ 豊かな自然環境や特徴ある伝統文化が，地域の豊かさとして認識され，
魅力ある移住先，交流先あるいはビジネスの拠点として注目されること
が期待される。
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・ 島外から多くの人々がＩターン等により居住し，地域の活性化や課題
解決にとって重要な存在になっている。

・ 一方，住まいの需給におけるミスマッチも生じている。
・ 地域住民が助け合い支え合う「結いの精神」が色濃く受け継がれている。

(3) 取組の基本方向（第４章）
ア 未来を拓く人づくり
(ｱ) 結婚，妊娠・出産，子育ての希望がかなう「子宝の島」の実現

・ 奄美群島で安心して出産，子育てができるよう，市町村とも連携して，負
担の軽減を図るとともに，地域全体で子育てを応援する環境をサポートする。

(ｲ) 「長寿の島」の実現と良質な医療・介護の確保
・ 長寿の島ではあるが，働き世代の早世率
が高いため，青壮年期の朝食の欠食，生活
習慣病リスクを高める飲酒などの健康課題
に対応する。

・ まずはそれぞれの島内で完結すること
を目標に，包括的な医療供給体制の整備
を図るとともに，ＩＣＴを活用した遠隔
医療を促進する。また，沖縄とドクター
ヘリの運航について連携を深める取組を
進めるなど，救急医療の提供体制の充実を図る。

(ｳ) 「シマ」を愛し世界に通用する人材の育成，文化・スポーツの振興
・ 教育現場に島唄，八月踊りなど伝統・
文化や伝統行事，豊かな自然を生かした
体験活動を取り入れ，子どもの豊かな心
を育むとともに，伝統・文化の保存・伝
承を促進する。

・ 積極的に離島留学を受け入れるなど学
校の活性化を図る。また，小規模校にお
ける隣接校との集合学習や大規模校等と
の交流学習等の学校間交流を通じた広域
的な教育活動を促進する。

・ 豊かな自然や希少な動植物，個性的な伝統・文化等の資源を奄美の
「宝」として再認識・再発見し，その保全や活用に繋げる。

・ 奄美の歴史や文化を伝承する人材を育成するほか，全国への奄美の
魅力の発信に取り組む。

イ 暮らしやすい社会づくり
(ｱ) 脱炭素社会の実現と豊かな自然との共生

・ 2050年カーボンニュートラルの実現に向けて，国や市町村，大学の研究機
関等と連携し，住民や事業者等における気運の醸成，理解の深化を図るほか，
先行地域等の取組も参考に，市町村や事業者の取組等を支援する。

・ 奄美の地域特性を生かした再生可能エネルギーの導入・活用を促進する。

地域・職域・学域が連携した健康づくり

島口・島唄の教育活動
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・ ロードキルや盗掘・盗採の防止などの希少種保護対策，外来種対策，
利用適正化等の取組を実施することで適正な保全・管理を図りながら，
世界遺産としての価値を生かした持続可能な地域づくりを推進する。

・ 奄美群島の方々が，奄美地域に生まれ育ったことや暮らすことに誇り
を持てるよう，世界自然遺産，国立公園など奄美地域が持つ優れた自然
環境や個性的な伝統・文化を生かし，地域活性化の取組を促進する。

(ｲ) 安心・安全な生活の実現
・ 集中豪雨や台風など自然災害の常襲地帯であることから，災害の未
然防止を図るため総合的な整備を推進する。

(ｳ) 人やモノの交流を支える交通ネットワークの形成と活力あるまちづくり
・ 航空路線及び航路は住民の生活や産業
活動にとって生命線であることから，運
賃の軽減を継続し，路線の維持・確保に
努める。

・ 航空機の安全運航を確保するため，滑
走路端安全区域の拡張（ＲＥＳＡ）や航
空輸送需要に対応した空港施設の更新・
改良を行う。

・ 島民の生活を支える港湾として，荒天
時においても安定的に寄港できるよう，
防波堤の整備や港湾施設の老朽化対策を
推進する。

・ 空港・港湾とのアクセス向上や地域間
交流を促進するため，各島内を縦貫・循
環する道路の整備や防災対策，老朽化対
策を推進する。

(ｴ) 個性や「結いの精神」を生かしたシマづくり
・ 地域に増えつつある空き家の活用・改修や情報発信のほか，市町村
やＮＰＯ等と連携した住宅確保の取組を支援する。

・ ＵＩターン等の移住対策と連携した奄美群島外からの人材確保や地
域活性化の取組を支援する。

・ 世界自然遺産登録を踏まえ，屋久島との連携を促進するほか，「ヘリ
テージツーリズム」の構築に取り組み，保全と地域の発展につなげる。

・ 沖縄県との交流促進について，観光ネットワーク形成，世界自然遺
産に関する連携，固有の歴史民俗・伝統芸能を通じた歴史文化交流等
を積極的に展開する。

・ 「結いの精神」や地域ぐるみでの子育ての気風など，共生・協働に
よる地域社会づくりを推進する。

ウ 活力ある産業づくり
(ｱ) 農林水産業の「稼ぐ力」の向上

・ 農林水産業における人づくり・地域づくりの強化を図るため，新規
就農・就業者の受入体制の整備，地域を支える担い手の確保・育成を
推進するとともに，農泊，海業などを持続的なビジネスとして実施で
きる体制づくりなどを推進する。

名瀬港観光船バース

奄美空港
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・ さとうきびと園芸作物や肉用牛を組み合わせた営農，温暖な海域で
の養殖業などにおける生産・加工体系の強化や付加価値の向上を図る
ため，大規模畑地かんがい施設やほ場整備，漁港などの整備，スマー
ト農林水産業の普及等を推進するととも
に６次産業化に取り組む農林水産業者を
支援する。

・ 農林水産物の販路拡大を図るため，ブ
ランド産地づくりやＧＡＰの取組，販売
促進活動等の促進，食育，花育，魚食普
及等の推進を図るとともに，輸送中の鮮
度保持や輸送コストの支援などに取り組
む。

(ｲ) 観光の「稼ぐ力」の向上
・ 多様で豊かな自然や，島々ごとに異なる個性的な伝統・文化等の地
域資源を有効に活用し，奄美ならではの海洋レクリエーションや自然
観察など奄美らしい体験・滞在型観光プログラムづくりを促進すると
ともに，人と自然環境が共生する癒やしあふれる質の高い観光地づく
りを推進する。

・ 世界自然遺産登録を踏まえ，オーバー
ツーリズムとならないようレスポンシブ
ルツーリズム（責任ある観光）の考えに
基づいた観光施策を展開する。

・ 各島々で異なる特色ある多様で豊かな自
然と個性的な伝統・文化といった魅力ある
観光資源を，ストーリー性を持たせて国
内外に情報発信する。

・ 質の高いエコツアー等を促進するとと
もに，世界自然遺産登録の効果を群島各
島へ波及させるため，世界自然遺産奄美
トレイルやサイクルツーリズムのモデル
コースの活用を推進する。

・ 豊かな自然環境や多様で個性的な伝統・
文化についての知識を有し，その魅力を伝
えるガイドや奄美群島地域通訳案内士等の
人材育成及び資質の向上を促進する。

(ｳ) 企業の「稼ぐ力」の向上
・ 地理的条件に左右されにくい情報通信関連産業の新事業創出や起業の振
興，立地企業の誘致，拠点施設の整備，高度デジタル人材の確保・育成を図
る。

・ 農林水産業をはじめ，製造業や建設業，
観光業など，各分野におけるデジタル化
に向けた取組を支援し，既存製品・サー
ビスの高付加価値化や新たな製品・サー
ビスの創出を目指す。

・ 大島紬については，新柄や新商品開発
のほか，販路拡大，人材の確保・育成を
図る。

マングローブ原⽣林

大島紬

鮮魚の島外出荷
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・ 黒糖焼酎については，国内外市場での
認知度向上，販路拡大を図る。また，多
様な商品展開や効果的な販売戦略の構築に
向けた取組を支援する。

(ｴ) 地域を支え地域で活躍できる働き方の創出
・ 地場産業の育成による地域経済の振興
発展，多様で柔軟な雇用環境の整備によ
り，若者の地元就職の促進と働き方改革
の推進を図る。

・ 各産業分野における専門性を備えた人材の確保・育成や，副業・兼
業の推進などにより，多様な人材が活躍できる取組を促進する。また，
ボランティア，ＮＰＯ等の社会参加活動を担う人材の育成を図る。

エ デジタルテクノロジーを活用した活力あふれる奄美群島
・ 暮らしのデジタル化においては，住民の生活に直結する分野をはじめ，
安心・安全な社会を実現するため，全ての住民がデジタルの恩恵を享受
できる社会の実現を目指す。

・ 外海離島である奄美群島は，地域課題も多く，実証実験の効果を測定
しやすいことから，民間企業と連携し，ドローンをはじめとする先進技
術を取り入れた実証実験の場として活用を促進する。

・ デジタル人材の活用・確保・育成に係る取組を進めるほか，それらに
つながる民間の取組を促進する。

２ 改訂に向けたこれまでの取組等

取 組 内 容 年 月 日
地域懇談会（第１回） 見直し方針の概要等説明，地域の 令和４年７月12日

現状・課題について意見交換
〃 （第２回） 取組方針案について意見交換 10月11日
〃 （第３回） 最終案に対する意見照会（書面） 令和５年１月24日

地域行政懇話会（第１回） 管内市町村長に見直しの方針やスケジ 令和４年５月26日
〃 （第２回） ュール等を説明，現況で抱える課題や今 令和５年２月21日

後力を入れる点等について意見交換
市町村長との意見交換 現況や課題について意見交換 令和４年８月～11月
奄美振興議員連盟との 見直し方針やスケジュール等を説明 令和４年７月11日
意見交換 最終案に対する報告・意見照会（書面） 令和５年２月２日
庁内チーム見直し作業 現状や方向性について分析・整理 令和４年７月～12月

(1) 地域の有識者や各種団体の代表等からなる地域懇談会において，地域の課
題等について幅広く意見を聴取した。また，環境分野に関する委員を前回策
定時よりも増員した。（１名→２名）

(2) 見直し作業にあたっては，10年後の主役である若手職員有志による庁内横
断の作業チームを立ち上げ，現状分析や課題の整理を行った。

(3) 「令和４年度奄美群島振興開発総合調査」における各種団体・有識者の意
見等も参考にした。

⿊糖焼酎


